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＜病棟連絡事項＞
・第４回法人研修
日　時：2021年9月7日(火)、9日（木）17:30～18:30　　
場　所：精神領域－メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：｢守秘義務と個人情報保護｣
講　師：楢館　和樹

＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～生理中であるため、婦人科の膣剤拒否あり。日直今川Dr.報告し、整理中は除剤可の指示あり。

・城前　実様～発熱が続いており、発熱時の継続指示薬カロナール(200)2T　５回分処方となる。また、抗生剤点滴本日より４日分処方。
[bookmark: _GoBack]
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放時他室侵入等迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。奇声や不潔行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放時不穏さなく穏やか。午後の開放観察終了し詰所へ入り、おやつを持って行こうとすることあり、介入している。介入時粗暴性や口調の荒さ見られている。施錠後ドア蹴りや大声で叫ぶことあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。不機嫌さや自傷行為なく対面時穏やか。拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・窪田　ナカ様～自室にて過ごしている。帰宅要求や不穏さなく対面時穏やか。

・中居　伊佐男様～ホール内をウロウロしている。検温等は拒否あるが、不機嫌さ無く笑顔見られている。右手の内出血持続しており、湿布貼付にて対応している。

・見付　龍矢様～ホール内ウロウロしている。入院に対する不満や不穏さなく対面時穏やか。

・大村　アイ様～自室にて過ごしている。他者交流見られている。帰宅要求や不穏さなく対面時穏やか。

・加藤　ツネ様～自室にて過ごしている。時折他者交流見られている。入院に対する不満あるも不穏さなし。

・程熊　薫様～Bユニット男子トイレへ煙草の吸殻が捨ててあり、荷物調査実施してい
る。本人の衣服より煙草1箱、ライター発見し回収している。

・佐々木　正訓様～入院時体温38.1℃、発汗、振戦著明にあり。ダントリウム点滴療法開始している。また、点滴中せん妄にて疎通困難、安静保てず田名部Dr.へ報告し、点滴中のみ拘束の指示あり。点滴は３日同内容にて処方。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～先日安ヶ平Dr.へ父様から措置解除と退院を検討するとの連絡あり。オンライン面会再会後に、面会を実施し体位支援を進めていく。

・李　鵬飛様～不安感や抑うつ感の訴えは無く、落ち着いて生活出来ている。一方、困窮し帰国できないこと、前の職場への金銭の要求や不法な労働環境であったあこと、未払い賃金などへの不満などを繰り返している。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和3年8月28日　10：32
氏　　名：佐々木　正訓様（ささき　まさのり）様
生年月日：昭和45年8月7日（51）
病　　名：統合失調症
性　　別：男性
主治医　：田名部Dr
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟合併症室
　
経　　過：
　5月頃に詐欺被害にあい、金銭的にも余裕がない状況。詐欺被害以降、徐々に状態が悪化し怠薬傾向となっていた様子。昨日当院受診していたが、その後も食事や水分も摂
取は出来ていなかったようで、夜中に38℃台の熱発が生じて救急受診を青森労災病院に入院していた。ＣＫが３０００台に上昇していて、脱水症ならびに悪政症候群が考えられるということで当院に入院要請があり。
　薬も自己中断していたようであり其れによる精神症状の悪化も見られる為、入院治療の必要性を説明し本人の同意により、R3.8.28　10：32東病棟合併症室へ任意入院となる。

